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全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

藤
田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
）は

１０
月
２２
日
、東
京
・
全
国
都
市
会
館

で
国
会
対
策
委
員
会
を
開
催
。
委

員
長
に
鏑
木
茂
哉
・
川
崎
市
議
会

議
長
、
副
委
員
長
に
奥
谷
進
・
青

森
市
議
会
議
長
と
一
色
伸
二
・
西

条
市
議
会
議
長
を
選
任
し
、
１９
年

度
の
委
員
会
を
始
動
さ
せ
た
。

同
委
員
会
の
所
管
事
項
は
、
総

会
、
評
議
員
会
、
理
事
会
の
ほ
か
、

地
方
行
政
委
員
会
な
ど
他
の
委
員

会
で
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
た
要
望

事
項
の
実
現
促
進
を
図

る
こ
と
。
こ
の
た
め
委

員
に
は
、
各
地
方
部
会

の
推
薦
を
受
け
定
期
総

会
で
選
任
さ
れ
る
９
人

の
委
員
に
加
え
、
政
府

・
与
党
の
要
職
者
と
関

わ
り
の
あ
る
議
長
に
対

し
、
会
長
が
委
嘱
し
て

い
る
。

し
か
し
今
年
は
８
月

２７
日
の
安
倍
改
造
内
閣

発
足
、
９
月
１２
日
の
安

倍
前
首
相
退
陣
表
明
、

９
月
２６
日
の
福
田
新
内

閣
発
足
の
影
響
で
、
会

長
指
名
に
よ
る
委
員
委

嘱
が
大
幅
に
ず
れ
込
ん

だ
。
こ
の
た
め
従
来
な
ら
、
委
員

委
嘱
を
経
て
８
月
に
１
回
目
の
委

員
会
が
開
催
さ
れ
る
の
だ
が
、
今

年
度
は
１０
月
２２
日
に
開
催
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

な
お
、
会
長
指
名
に
よ
る
委
員

の
委
嘱
は
９
月
２７
日
に
行
わ
れ
、

▽
江
別
▽
青
森
▽
大
野
▽
武
蔵
村

山
▽
川
崎
▽
大
和
▽
行
方
▽
高
崎

▽
船
橋
▽
京
都
▽
福
知
山
▽
御
坊

▽
鹿
児
島
―
―
の
各
市
の
議
長
１３

人
が
就
任
し
た
。

会
議
で
は
、
６
月
１９
日
に
開
催

さ
れ
た
第
８３
回
本
会
定
期
総
会
以

降
の
事
務
報
告
、
平
成
２０
年
度
都

市
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
の
説

明
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
要
望

項
目
の
取
り
扱
い
や
、
今
後
の
会

議
日
程
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、

了
承
し
た
。

当
日
は
、
総
務
省
の
佐
藤
文
俊

・
財
政
課
長
か
ら
「
平
成
２０
年
度

の
地
方
財
政
対
策
の
課
題
」
、
高

橋
正
樹
・
総
務
大
臣
官
房
審
議
官

か
ら「
地
方
税
制
の
現
状
と
課
題
」

に
つ
い
て
説
明
を
聴
取
し
た
。

総
務
省
は
１０
月
１７
日
、

東
京
・
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で

「
平
成
１９
年
度
市
区
町
村

議
会
議
員
総
務
大
臣
感
謝

状
贈
呈
式
」
を
行
っ
た
。

市
区
議
会
議
員
５０
人
、

町
村
議
会
議
員
２３
人
の
計

７３
人
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
市
区
議
会
議
員
を
代

表
し
、
愛
媛
県
伊
予
市
の

�
橋
佑
弘
議
長
が
受
領
し

た
。こ

の
感
謝
状
は
、
地
方

議
会
議
員
と
し
て
通
算
３５

年
以
上
在
職
し
、
地
方
自

治
の
発
展
に
功
労
が
あ
っ
た
者
に

総
務
大
臣
か
ら
贈
ら
れ
る
。

贈
呈
式
で
は
、
増
田
寛
也
・
総

務
大
臣
の
代
理
と
し
て
谷
口
�
義

・
総
務
副
大
臣
か
ら
式
辞
が
述
べ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
受
賞
者
へ
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
渡
辺
博
道
・

衆
議
院
総
務
委
員
長
、
高
嶋
良
充

・
参
議
院
総
務
委
員
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
た
ほ
か
、
河
野
洋
平
・
衆

議
院
議
長
、
江
田
五
月
・
参
議
院

議
長
ら
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ

た
。当

日
は
本
会
か
ら
、
会
長
の
藤

田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
が
来

賓
と
し
て
出
席
し
た
。

（
市
区
議
会
議
員
の
受
賞
者
氏
名

は
３
面
に
掲
載
）
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市
区
議
５０
人
に
感
謝
状

地
方
議
員
３５
年
で

１１月５日現在の市数
８０５市

うち
指定都市 １７市
中核市 ３５市
特例市 ４４市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

鏑木茂哉・国会対策
委員長（川崎市議長）

国国
会会
対対
策策
委委
員員
会会
がが
始始
動動

本 会

委
員
長
に
鏑
木
川
崎
市
議
長

国会対策委員会のもよう

谷口副大臣（右）から感謝状を受領する
�橋佑弘議長（左、伊予市）

（１） 平成１９年１１月５日 第１６６８・６９号
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市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

藤
田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
）

は
１０
月
１７
日
、
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
理
事
会
を
開
き
、
平
成
１９

年
度
上
半
期
経
理
状
況
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、
２０
年
度
予
算
大
綱

に
つ
い
て
協
議
、了
承
し
た
。

藤
田
会
長
は
、
冒
頭
あ
い
さ
つ

で
「
４
月
か
ら
改
正
法
が
施
行
さ

れ
財
政
収
支
の
改
善
が
見
込
ま
れ

る
が
、
議
員
年
金
制
度
の
状
況
は

極
め
て
厳
し
い
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
」
と
の
認
識
を
示
す
と
と
も

に
、
「
共
済
会
の
財
政
の
動
向
を

よ
く
見
極
め
な
が
ら
適
切
に
対
処

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

会
議
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
９

月
ま
で
の
会
員
等
の
異
動
状
況
に

つ
い
て
報
告
。
会
員
数
は
昨
年
度

末
よ
り
も
１
８
５
８
人
減
少
し
２

万
２
３
１
２
人
、
年
金
受
給
権
者

数
は
２
２
４
２
人
増
加
し
６
万
３

６
４
３
人
と
な
っ
た
。

議
員
の
位
置
付
け
協
議

分
権
改
革
・
道
州
制
特
別
委

本
会
の
地
方
分
権
改
革
・
道
州

制
調
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
�

川
口
浩
・
福
岡
市
議
会
議
長
）
は

１０
月
２６
日
、東
京
・
全
国
都
市
会
館

で
第
３
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
事
務
局
か
ら
、
本
会

な
ど
地
方
六
団
体
が
９
月
１８
日
に

「
地
方
支
分
部
局
の
整
理
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
」を
ま
と
め
、

政
府
の
分
権
改
革
推
進
委
員
会
へ

提
出
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
の
考
え
方
は
、
「
国
の
出
先

機
関
の
大
胆
な
見
直
し
」
に
対
す

る
意
見
を
同
委
員
会
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
た
た
め
提
出
し
た
も
の
。

国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
明
確
化

な
ど
を
訴
え
て
い
る
。
同
委
員
会

で
は
六
団
体
の
主
張
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
１１
月
中
旬
に
「
中
間
的

と
り
ま
と
め
」
を
作
成
し
、
福
田

首
相
に
提
出
す
る
見
通
し
。

こ
の
ほ
か
「
地
方
議
会
議
員
の

法
的
な
位
置
付
け
に
関
す
る
基
本

的
考
え
方
」
に
つ
い
て
協
議
し
、

�
地
方
議
会
議
員
の
職
責
と
職
務

を
法
律
上
に
明
文
化
す
る
�
職
務

遂
行
対
価
の
名
称
を
「
報
酬
」
か

ら
「
歳
費
（
仮
称
）
」
に
改
め
る

―
―
こ
と
を
柱
と
し
た
「
基
本
的

考
え
方
」
を
整
理
、
了
承
し
た
。

今
後
、
基
本
的
考
え
方
に
沿
っ

た
会
長
提
出
決
議
案
を
ま
と
め
、

１１
月
９
日
開
催
の
本
会
評
議
員
会

に
諮
っ
た
う
え
で
都
道
府
県
・
町

村
議
会
議
長
会
と
連
携
し
つ
つ
、

第
２９
次
地
方
制
度
調
査
会
等
へ
提

出
す
る
こ
と
と
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会（
会
長
�
原
島
貞
夫
・
福
生
市
議

会
議
長
）
は
１０
月
１８
日
、
福
生
市

で
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

を
開
催
し
、
平
成
２０
年
度
基
地
対

策
関
係
予
算
の
所
要
額
確
保
に
関

す
る
要
望
案
に
つ
い

て
協
議
、了
承
し
た
。

要
望
は
、
基
地
所

在
に
伴
う
特
殊
な
財
政
需
要
の
増

大
に
よ
り
、
関
係
市
町
村
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

２０
年
度
の
基
地
対
策
関
係
予
算
の

満
額
確
保
や
在
日
米
軍
再
編
に
伴

い
負
担
増
と
な
る
市
町
村
に
対
す

る
十
分
な
支
援
措
置
―
―
な
ど
を

求
め
た
も
の
。
１１
月
１３
日
の
理
事

会
で
正
式
に
決
定
し
、
関
係
方
面

に
要
望
運
動
を
行
う
。

当
日
は
、総
務
省
の
大
橋
秀
行
・

固
定
資
産
税
課
長
、
防
衛
省
の
辰

己
昌
良
・
地
方
協
力
企
画
課
長
が

２０
年
度
予
算
の
概
算
要
求
の
状
況

に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
は
１０
月
２２
日
、
盛
岡
市

で
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

議
を
開
催
し
、
自
治
体
病
院
関
連

施
策
に
関
す
る
要
望

を
ま
と
め
た
。

要
望
に
は
、
自
治

体
病
院
が
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
社
会
的
使
命
を
達
成
で
き

る
よ
う
▽
医
師
確
保
対
策
の
充
実

▽
地
域
医
療
の
確
保
に
向
け
た
経

営
効
率
化
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
策
定
▽
地
方
財
政
措
置
の
充

実
―
―
な
ど
７
項
目
を
盛
り
込
ん

だ
。
近
く
厚
生
労
働
省
な
ど
関
係

方
面
に
実
行
運
動
を
行
う
予
定
。

会
議
で
は
、
会
長
市
で
あ
る
長

野
市
の
議
長
交
代
に
伴
い
新
会
長

と
な
っ
た
岡
田
荘
史
・
長
野
市
議

長
、
開
催
市
で
あ
る
盛
岡
市
の
工

藤
由
春
議
長
、
谷
藤
裕
明
市
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
。
そ
の
後
、
要
望

や
今
後
の
会
議
日
程
等
に
つ
い
て

協
議
し
、
了
承
し
た
。

▽
１１
月
８
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
相
談
役
会
議
（
午
後
２
時

半
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
１１
月
９
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
理
事
会
（
午
前
１１
時
、
全

国
都
市
会
館
）
・
評
議
員
会

（
午
後
１
時
半
、
日
本
都
市
セ

ン
タ
ー
会
館
）・
会
計
監
査（
午

後
３
時
半
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
１１
月
１２
日

社
会
文
教
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
後
３

時
、
阿
南
市
）

▽
１１
月
１３
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
理
事
会
（
午

前
１１
時
、
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー

会
館
）

地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

１０
月
３１
日
、
同
協
議
会
は
東
京

・
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
で

「
第
３
回
地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
厚
生
労
働
省
の

二
川
一
男
・
医
政
局
総
務
課
長

や
、
東
北
大
学
大
学
院
の
伊
藤
恒

敏
・
医
学
系
研
究
科
教
授
か
ら
、

深
刻
な
状
況
に
あ
る
医
師
不
足
や

偏
在
、
地
域
医
療
の
確
保
対
策
な

ど
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
、
加

盟
市
議
長
や
自
治
体
病
院
関
係
者

ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。

原島貞夫・基地協会長
（福生市議長）

議
員
共
済
会
が
理
事
会

２０
年
度
予
算
大
綱
を
了
承

要
望
ま
と
め
る

病
院
協
が
役
員
会

要
望
案
を
了
承

基
地
協
が
役
員
会

あいさつする藤田会長

岡田病院協会長（長野市議長）があいさつ

行

事

予

定
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第
６９
回
全
国
都
市
問
題
会
議

（
主
催
�
全
国
市
長
会
、
東
京
市

政
調
査
会
、
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー

等
）が
１０
月
１１
・
１２
の
両
日
、静
岡

市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
「
分
権
時
代
の
都
市
と

ひ
と
―
地
域
力
・
市
民
力
―
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
長
や
学
識
経
験
者

ら
に
よ
る
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

会
議
に
は
全
国
か
ら
市
長
や
市

議
会
議
員
ら
２
千
人
を
超
え
る
自

治
体
関
係
者
が
参
加
し
た
。

１
日
目
は
、
全
国
市
長
会
会
長

の
佐
竹
敬
久
・
秋
田
市
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
の
後
、
基
調
講
演
と
し

て
、
中
西
進
・
奈
良
県
立
万
葉
文

化
館
館
長
が
「
新
し
い
時
代
の
都

市
と
人
間
」
と
題
し
、
日
本
の
都

市
文
化
の
構
造
や
地
域
活
性
化
の

た
め
の
方
策
を
説
明
し
た
。
次
に

主
報
告
と
し
て
、
小
嶋
善
吉
・
静

岡
市
長
が
「『
き
ず
な
』
が
つ
く

る
新
た
な
地
域
社
会
」
と
題
し
、

同
市
の
大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

事
業
な
ど
市
民
協
働
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
。

午
後
か
ら
の
一
般
報
告
で
は
、

堀
尾
正
明
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
が
近
所
づ
き
あ
い
の

大
切
さ
、
釘
宮
磐
・
大
分
市

長
が
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
、
小
和
田
哲
男
・
静
岡
大

学
教
育
学
部
教
授
が
徳
川
家

康
の
ま
ち
づ
く
り
と
ひ
と
づ

く
り
―
―
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
講
演
し
た
。

２
日
目
は
、
名
和
田
是
彦

・
法
政
大
学
法
学
部
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
▽
木
原

勝
彬
・
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
研
究
所
所
長
▽
工

藤
泰
志
・
認
定
特
定
非
営

利
活
動
法
人
言
語
Ｎ
Ｐ
Ｏ

代
表
▽
横
石
知
二
・
株
式
会
社
い

ろ
ど
り
代
表
取
締
役
副
社
長
▽
後

藤
和
子
・
埼
玉
大
学
大
学
院
経
済

科
学
研
究
科
教
授
▽
菊
谷
秀
吉
・

北
海
道
伊
達
市
長
▽
渡
辺
幸
子
・

東
京
都
多
摩
市
長
の
６
人
。
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
や
視
点
か
ら
会
議
テ

ー
マ
に
基
づ
き
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。

２
日
間
に
わ
た
る
会
議
は
、
分

権
時
代
に
相
応
し
い
、
地
域
力
・

市
民
力
の
高
い
地
域
社
会
の
創
出

や
そ
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

の
重
要
性
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
、
全
日
程
を
終
了
し
た
。

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
石
橋
力
・
久
留
米
市
議

会
議
長
）
は
１０
月
２３

日
、
久
留
米
市
で
正

副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議
を
開
催
し
、
広
域
行
政

圏
の
拡
充
強
化
に
関
す
る
要
望
案

を
協
議
、
了
承
し
た
。

要
望
は
、
本
年
８
月
に
加
盟
市

に
対
し
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
作
成
し
た
も
の
。

そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
が
個
性
豊
か
で

活
力
に
満
ち
た
分
権
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
▽
平
成
の
大
合
併
を

踏
ま
え
た
広
域
行
政
圏
の
具
体
的

な
指
針
の
早
期
明
示
▽
都
市
間
の

独
自
性
あ
る
広
域
連
携
に
対
す
る

新
た
な
財
政
支
援
措
置
―
―
な
ど

を
求
め
て
い
る
。
１１
月
２
日
の
理

事
会
で
正
式
に
決
定
し
、
関
係
方

面
に
要
望
運
動
を
行
う
。

当
日
は
総
務
省
自
治
行
政
局
の

加
藤
主
税
・
市
町
村
課
理
事
官
が

「
市
町
村
合
併
と
広
域
行
政
圏
を

め
ぐ
る
動
向
」
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

感
謝
状
受
賞
者
の
所
属
市
区
議

会
と
氏
名
は
次
の
と
お
り
。
（
総

務
省
発
表
名
簿
順
、
敬
称
略
）

▽
一
関
市
�
石
山

健
▽
仙

台
市
�
大
内
久
雄
、
加
藤
榮

一
▽
東
松
島
市
�
�

健
一

▽
大
館
市
�
後
藤
武
之
�
▽

北
秋
田
市
�
吉
岡

興
▽
古

河
市
�
斉
藤
一
惠
▽
神
栖
市

�
�
橋
克
己
、
安
藤
清
一
、

吉
田
幸
治
▽
鴻
巣
市
�
�
健

一
郎
、
島
嵜
朝
則
▽
上
尾
市

�
鍵
山
節
子
、
松
木
清
作
▽

草
加
市
�
新
井
貞
夫
▽
吉
川

市
�
野
口

博
▽
ふ
じ
み
野

市
�
山
川
壽
美
江
▽
我
孫
子

市
�
吉
松
千
草
、
秋
谷

明

▽
調
布
市
�
任
海
千
衛
▽
あ
き
る

野
市
�
影
山

保
▽
杉
並
区
�
今

井

讓
、
山
崎
一
彦
▽
海
老
名
市

�
志
村
憲
一
▽
座
間
市
�
中
澤
邦

雄
▽
上
越
市
�
本
城
文
夫
▽
佐
渡

市
�
加
賀
博
昭
▽
輪
島
市
�
川
上

清
松
▽
松
本
市
�
小
原

仁
▽

茅
野
市
�
牛
山
晴
一
▽
郡
上
市

�
金
子
智
孝
▽
碧
南
市
�
杉
浦

和
彦
▽
弥
富
市
�
三
宮
十
五
郎

▽
野
洲
市
�
秦

眞
治
▽
東
近

江
市
�
豆
田
昇
一
郎
▽
京
田
辺

市
�
小
林
正
路
▽
摂
津
市
�
木

村
勝
彦
▽
神
戸
市
�
長
谷
川
忠

義
、
濱
本
律
子
▽
福
山
市
�
三

谷

積
、
藤
原
�
助
▽
庄
原
市

�
松
浦

昇
▽
山
口
市
�
山
本

俊
昭
▽
美
馬
市
�
武
田
保
幸
▽

伊
予
市
�
�
橋
佑
弘
▽
田
川
市

�
田
丸
雅
美
、
末
光
�
美
▽
嘉

麻
市
�
清
水

惠
▽
豊
後
高
田
市

�
岩
本

武
▽
鹿
児
島
市
�
平
山

孝

▼
議
長

▽
釜
石

松
坂
喜
史（
９
・
４
）

▽
袖
ケ
浦

石
井
俊
夫（
９
・
４
）

▽
八
代

渡
辺
俊
雄（
９
・
４
）

▽
小
矢
部

多
田

勲（
９
・
５
）

▽
取
手

城
之
内
景
子（
９
・
５
）

▽
柏

日
暮
栄
治（
９
・
１０
）

▽
大
竹

西
川
健
三（
９
・
１０
）

▽
高
砂

今
竹
大
祐（
９
・
１１
）

▽
佐
久

仁
科
英
太
郎（
９
・
１３
）

▽
秦
野

福
森

登（
９
・
１８
）

▽
益
田

安
達
幾
夫（
９
・
１８
）

▽
八
街

山
本
義
一（
９
・
２０
）

▽
八
潮

吉
田
準
一（
９
・
２１
）

▽
本
巣

瀬
川
治
男（
９
・
２１
）

▽
十
日
町

小
堺
清
司（
９
・
２５
）

▼
副
議
長

▽
釜
石

川
�
勇
一（
９
・
４
）

▽
八
代

村
上
光
則（
９
・
４
）

▽
小
矢
部

中
村
重
樹（
９
・
５
）

▽
取
手

三
浦

哲（
９
・
５
）

▽
島
田

坂
下

修（
９
・
５
）

▽
柏

田
中

晋（
９
・
１０
）

▽
大
竹

田
中
実
穂（
９
・
１０
）

▽
高
砂

橋
本
芳
和（
９
・
１１
）

▽
秦
野

大
野
祐
司（
９
・
１８
）

▽
益
田

平
谷

昭（
９
・
１８
）

▽
氷
見

嶋
田

茂（
９
・
１９
）

▽
八
街

鯨
井
眞
佐
子（
９
・
２０
）

▽
八
潮

小
倉
順
子（
９
・
２１
）

▽
本
巣

浅
野
英
彦（
９
・
２１
）

▽
十
日
町

庭
野
政
義（
９
・
２５
）

議

会

人

事

石橋力・広域協会長
（久留米市議長）

要
望
案
を
了
承

広
域
協
が
役
員
会

「「
分分
権権
時時
代代
のの
都都
市市
とと
ひひ
とと

――

地地
域域
力力
・・
市市
民民
力力
――

」」テテ
ーー
ママ
にに

静
岡
市
で
全
国
都
市
問
題
会
議

平平成成１１９９年年度度

総総務務大大臣臣感感謝謝状状受受賞賞者者

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
よ
う

（３） 平成１９年１１月５日 第１６６８・６９号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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本
会
は
、
第
２
回
「
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
１０
月
１５
日
と
１６
日
の
両
日

に
わ
た
り
熊
本
市
で
開
催
し
た
。
全
国
の
各
市
議
会
か
ら
正
副
議
長
、
議
員
ら
約
１
７
０
０
人

の
参
加
者
が
集
う
な
か
、
１
日
目
は
竹
中
平
蔵
・
慶
應
義
塾
大
学
教
授
が「
地
方
行
政
の
課
題
」

と
題
し
た
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
学
識
経
験
者
４
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
実
施
し
た
。
２
日
目
の
課
題
討
議
で
は
、
予
算
決
算
審
査
と
委
員
会
運
営
の
あ
り
方

を
テ
ー
マ
に
４
市
議
会
が
事
例
を
報
告
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

同
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
地
方

分
権
改
革
の
進
展
や
市
町
村
合
併

に
よ
り
、
都
市
に
対
す
る
基
礎
的

自
治
体
と
し
て
の
役
割
が
一
層
期

待
さ
れ
る
な
か
、
市

民
の
付
託
と
信
頼
に
的
確
に
応
え

る
べ
き
議
会
の
更
な
る
機
能
向
上

策
を
研
究
す
る
た
め
、
開
催
さ
れ

た
も
の
。
第
１
回

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
昨

年
８
月
に
東
京
で

開
催
し
て
い
る
。

１
日
目
の
冒

頭
、
主
催
者
の
藤

田
�
之
・
本
会
会

長
（
広
島
市
議
会

議
長
）
が
あ
い
さ

つ
し
た
の
ち
、
開

催
地
の
牛
嶋
弘
・

熊
本
市
議
会
議

長
、
来
賓
の
幸
山

政
史
・
熊
本
市
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
が

述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
第
１
部

に
入
り
、
竹
中
慶

大
教
授
が
基
調
講

演
を
行
っ
た
。
竹

中
教
授
は
、
平
成

１３
年
の
小
泉
内
閣
発
足
と
と
も
に

経
済
財
政
政
策
担
当
相
に
就
任
し

た
ほ
か
、
郵
政
民
営
化
担
当
相
、

総
務
相
、
金
融
担
当
相
な
ど
を
歴

任
し
た
経
歴
の
持
ち
主
。
講
演
で

は
、
小
泉
元
首
相
が
郵
政
民
営
化

を
遂
行
す
る
決
断
を
下
し
た
際
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
つ
つ
、
改

革
の
遂
行
に
は
リ
ー
ダ
ー
の
「
パ

ッ
シ
ョ
ン
（
情
熱
）
」
が
大
事
で

あ
る
と
参
加
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
�
講
演
要
旨
は
近
日
に
本
紙
掲

載
の
予
定
。

第
２
部
で
は
、
神
野
直
彦
・
東

京
大
学
大
学
院
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
パ
ネ

リ
ス
ト
は
、
林
宜
嗣
・
関
西
学
院

大
学
教
授
、
青
山
彰
久
・
読
売
新

聞
東
京
本
社
編
集
委
員
、
笠
京
子

・
明
治
大
学
大
学
院
教
授
、
牛
嶋

弘
・
熊
本
市
議
会
議
長
の
４
人
。

「
地
方
行
財
政
改
革
の
行
方
」
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
地
か
ら

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

ま
た
１
日
目
の
最
後
に
は
、
明

年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
都
市

が
釧
路
市
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
。

次
期
開
催
地
を
代
表
し
て
、
二
瓶

雄
吉
・
釧
路
市
議
会
議
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
歓
迎
の
意
を
表
し
た
。

２
日
目
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
横
道
清
孝
・
政
策
研
究
大
学

院
大
学
教
授
を
招
き
、「
課

題
討
議
」
を
実
施
し
た
。

テ
ー
マ
は
�
予
算
決
算

審
査
の
あ
り
方
�
委
員
会

運
営
の
あ
り
方
。
各
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
独
特
の
取

り
組
み
を
実
践
、
ま
た
は

試
み
た
施
策
が
成
果
を
挙

げ
て
い
る
議
会
の
事
例
報

告
を
受
け
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

参
加
者
と
と
も
に
議
論
を

交
わ
し
た
。

「
テ
ー
マ
�
」
に
つ
い

て
は
、
安
藤
邦
彦
・
多
摩

市
議
会
副
議
長
、
佐
伯
光
一
・
富

山
市
議
会
議
長
が
事
例
報
告
。
安

藤
副
議
長
は
、
決
算
審
査
に
議
会

独
自
の
事
務
事
業
評
価
制
度
を
導

入
し
、
市
民
に
公
表
し
て
い
る
事

例
を
報
告
し
た
。
佐
伯
議
長
は
、

予
算
審
査
の
方
法
を
「
常
任
委
員

会
へ
の
分
割
付
託
」
「
予
算
特
別

委
員
会
の
設
置
」
の
い
ず
れ
に
よ

る
べ
き
か
、
議
会
が
模
索
し
て
い

る
現
状
を
報
告
し
た
。

続
い
て
阿
部
善
一
・
函
館
市
議

会
議
長
、
石
橋
力
・
久
留
米
市
議

会
議
長
が
「
テ
ー
マ
�
」
に
基
づ

く
事
例
を
報
告
。
阿
部
議
長
は
、

議
会
改
革
を
進
め
た
結
果
、
能
動

的
に
調
査
す
る
委
員
会
に
変
貌
を

遂
げ
た
事
例
を
報
告
し
た
。
ま
た

石
橋
議
長
は
、
常
任
・
調
査
特
別

各
委
員
会
で
実
践
し
て
い
る
具
体

的
事
例
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

予予
算算
決決
算算
審審
査査

委委
員員
会会
運運
営営

ああ
りり
方方
討討
議議
２日目

全全国国市市議議会会議議長長会会
研研究究フフォォーーララムムiinn熊熊本本
～～議議会会のの機機能能強強化化をを目目指指ししてて～～

牛嶋熊本市議長（左）と次
期開催の二瓶釧路市議長

課題討議のもよう

‖

１０月１６日

開
会
あ
い
さ
つ
す
る
藤
田
会
長
（
右
写
真
）

基
調
講
演
中
の
竹
中
慶
大
教
授
（
左
写
真
）
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